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（２）新規目標項目の設定 

① ８．12 メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）を認知してい

る国民の増加 

１．15 栄養・食生活(P32)参照 

② ８．13 メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）の該当者・予

備群の減少 

７．10 糖尿病(P47)参照 

③ ８．14 メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）の概念を導入

した健診・保健指導の受診者数の向上 

７．11 糖尿病(P47，48)参照 

 

（３）今後重点的に取り組むべき課題及び新たに講ずべき施策等 

① メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）に着目した健診・保健指

導の徹底 

循環器病のハイリスク者対策として、健診の未受診者の減少を促す対

策とともに、健診と連携して有所見者への体系的な働きかけを行うこと

が必要であると考える。平成 20 年度から医療保険者に義務付けられるメ

タボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）に着目した健診・保健指導

の受診率を向上させ、効果的な健診・保健指導を行うことが重要である。 

② 一次予防の充実 

  循環器病の一次予防に関して、栄養・運動について国民が実行しやすい

環境整備を行うべきである。特に、高脂血症対策では、血清コレステロー

ルの上昇は飽和脂肪酸や食品中コレステロールの摂取が最も関連がある

ことから、それらの含有量が明らかになるよう栄養成分表示を推進するこ

とが重要である。また、高血圧対策では、肥満対策に加えて、食塩摂取量

の減少と同時にカリウム摂取量の増加が図られるように食事バランスガ

イドの普及などによる野菜や果物の摂取の増加を促すとともに、栄養成分

表示を行うことが重要である。 

③ 研究の推進 

  健康フロンティア戦略において、心疾患・脳卒中の死亡率をそれぞれ

25％改善する目標を達成するために、「健康寿命を伸ばす科学技術の振

興」に資する研究を行うこととされていることを踏まえ、平成 18 年度か

ら「循環器疾患等生活習慣病対策総合研究事業」を創設し、循環器疾患

等の生活習慣病に関する研究を体系的、戦略的に推進することにより、

循環器疾患を始めとする生活習慣病の予防、診断、治療に関するエビデ

ンスの構築を引き続き図ることが重要である。 
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９ がん 

（１）代表目標項目の選定 

  がん分野においては、一次予防に関する目標は１．栄養・食生活、２．身体

活動・運動、４．たばこ分野での目標と重複していることから、ここでは二次

予防と発症抑制に関する項目として、「９．７ がん検診の受診者の増加」を代

表目標項目として選定した。 

 

（２）今後重点的に取り組むべき課題及び新たに講ずべき施策等 

  我が国のがん対策がこれまでの取組により進展し、成果を収めてきたものの、

なお、がんが国民の生命及び健康にとって重大な問題となっている現状を踏ま

え、がん対策の一層の充実を図るため、平成 18 年６月にがん対策基本法が成立

したところであり、今後のがん対策の一層の推進が期待される。 

① がん検診の推進 

 がん検診については、国民ががん検診に対して、どのようなイメージを持

っているか、それが受診行動とどのように結びついているか、実施する市町

村側に問題がないか、受診者数を制限するような問題がないかなど、受診率

を向上させるための幅広い分析を進める必要がある。 

 がん検診においては、早期がんをできる限り多く発見し、同時に不必要な

精密検査を減らすことが重要であり、検診実施機関の体制の確保や実施手順

の確立などに関する「プロセス評価」や、がん発見率等の検診の実施結果に

基づく「アウトカム評価」からなる事業評価を徹底する必要がある。 

② 一次予防の充実 

他の分野と共通するが、生活習慣の改善、特に行動変容を阻んでいる要因

について、疫学的な情報収集と分析が必要である。行動変容を阻んでいる要

因として、知識レベルで、生活習慣が各種の疾病の発生リスクにどの程度の

影響を及ぼすのかという情報提供が十分になされているかについて、市町村

レベルでの評価と見直しが必要である。また、知識が行動に結びつかない要

因として、環境レベルの分析も必要である。例えば、食生活については、外

食産業、コンビニエンスストア等でのメニューが、どのような傾向を示して

いるか、産業界と連携した取組を強化する必要もある。 

③ 第３次対がん総合戦略研究等の推進 

我が国の死亡原因の第１位であるがんについて研究、予防及び医療を総合

的に推進することにより、がんの罹患率と死亡率の激減を目指した「第３次

対がん１０か年総合戦略」が、平成 16 年度からスタートしている。 

今後、がんの臨床的特性の分子基盤等の研究を行うことにより、がんのさ

らなる本態解明を進め、その成果を幅広く応用し臨床研究を推進することを

目指し、革新的な予防、診断、治療法の開発を進めるとともに、根拠に基づ

く医療の推進を図るため、効果的な医療技術の確立を目指し質の高い大規模

な臨床研究を推進することが必要である。 
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また、がん患者の QOL の向上にも重点を置いた低侵襲治療法の開発、緩和

ケア、精神的ケアの研究を進め、地域に根ざした通院治療・在宅医療を充実

させ、患者の正しい理解と納得を得られる医療の推進に資する研究を実施す

る必要がある。 


